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（Students of Faculty of Integrated Human Studies cannot take this course as liberal arts and general education course. Please register the course with your department.）

 

 [Overview and purpose of the course]
言語を比較することにより、言語の多様性と普遍性について考察する。

 [Course objectives]
言語を比較するアプローチの仕方やその基本的な考え方を理解する。

 [Course schedule and contents)]
　言語を比較するには大まかに言って二つの方法がある。一つは、複数の言語の構造の類似点・相
違点を比べ、それぞれの言語の特性や言語としての普遍性を明らかにしようとするものである（対
照言語学、言語類型論）。もう一つは、同じ系統の諸言語を比較し、言語の歴史的変化を考察する
ものである（比較言語学）。
　本授業では、学期の前半で、それぞれの研究分野の目的や方法論、またそれらの分野がどのよう
に成立し発展してきたかについて概説する。学期の後半では、特に形態・統語面の具体的なトピッ
ク（格・動詞カテゴリー・語順など）に沿って、主にゲルマン語派・ロマンス語派の言語を比較・
分析していく。また、随時、日本語との対照も行いたい。
　履修者は、言語を比較する方法について学ぶだけでなく、言語比較という観点から母語や既習の
外国語について再考してほしい。

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
出席と参加の状況等（30％）、学期末レポート（70％）

 [Textbooks]
Not used
授業でプリントを配布する。
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言語比較論(2)

 [References, etc.]
  （References, etc.）
リンゼイ J. ウェイリー 『言語類型論入門－言語の普遍性と多様性』（岩波書店）ISBN:978-
4000227605（2006年）
吉田和彦 『言葉を復元する－比較言語学の世界』（三省堂）ISBN:978-4385357140（1996年）
他は授業中に紹介する。

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業中に紹介する文献に目を通し理解を深めること。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


